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立 石 学 芸 員 と 展 示 資 料

１ ５ ０  点  近  く の  作  品  が  並  ぶ

夕 暮 れ

し 寂 し く な り ま す 。　
例 え ば 、 ま だ ほ の か に 陽 の あ る 道

に 、 街 燈 が 点 り 道 行 く 人 に 薄 い 影 を 作る 時 。 柿 の 木 の 枝 先 の 実 が ぼ ん や り とし た 輪 郭 で 揺 れ て い る 時 。 顔 の 周 り にま と わ り つ く 蚊 の 羽 音 が 弱 弱 し い 。 立ち 話 の ご 近 所 さ ん と 別 れ て 、 肩 を す くめ 小 走 り に 家 に 入 り 鍵 を き つ く 締 め た時 。 素 足 の 足 先 を 冷 た く 感 じ た 時 。　
淋 し く な っ た ら 、 ラ ジ オ の 音 を 大 き

く し て お 湯 を 沸 か し 、 千 江 さ ん の 旅 の土 産 の 知 覧 の 茶 を 淹 れ る 。 湯 気 が 頬 にか か り 、 香 り が 部 屋 に 満 ち る 。 心 が 膨

　
秋 の 日 は 釣 瓶 落 と し 。 す

ぐ に 夕 暮 れ に な り ま す ね 。気 が 急 き ま す 。 そ し て 、 少

れ て い く 。 美 味 し く 飲 ん で い る と 、周 防 大 島 の 美 幸 さ ん か ら 電 話 。　 「 今 年 も ア サ ギ マ ダ ラ が 私 の 庭 に来 た と よ 。 三 頭 も よ 。 フ ジ バ カ マ が満 開 な ん よ 。 夏 の 間 、 か か さ ず 水 やり し た ん よ 。 暑 さ で 私 は 倒 れ そ う だっ た け れ ど 頑 張 っ て 良 か っ た 。 来 たと よ 、 来 た と よ 。 忘 れ ん と 今 年 も 来た と よ 。 ア サ ギ マ ダ ラ の 写 真 送 るね 」  。　
我 が 家 に は ア サ ギ マ ダ ラ は 来 な

い 。 庭 の フ ジ バ カ マ は 紫 の 小 さ な 花し か つ け て い な い 。 夏 の 間 熱 心 に 水を や ら な か っ た か ら か し ら ？

　
来 年

こ そ は 、 美 幸 さ ん に 手 入 れ 方 法 を 習っ て フ ジ バ カ マ を 咲 か せ 、 ア サ ギ マダ ラ を 迎 え よ う 。 秋 の 夕 暮 れ が 淋 しく な い よ う に 。

　
企 画 展 「 大 村 益 次 郎 生

誕 ２ ０ ０ 年 記 念

　
益 次 郎

を め ぐ る 人 々 」 が 、 十 朋亭 維 新 館 （ 山 口 市 下 竪 小路 、

☎
０ ８ ３

－ ９ ０ ２

－

１ ６ ８ ８

） で 開 か れ て い

る 。 観 覧 料 は 、 大 人 ２ ００ 円 、 小 中 学 生 １ ０ ０円 。

1 2月

2 2日  （ 月 ）  ま で

で 、 火 曜 は 休 館 。　
周 防 国 鋳 銭 司 村 （ 現 山

口 市 鋳 銭 司 地 域 ） に 村 医者 の 息 子 と し て 生 ま れ た大 村 益 次 郎 （ １ ８ ２ ５

－

１ ８ ６ ９ 年 ） は 、 家 業 を継 ぐ た め に 医 学 を 学 ぶ 中で 西 洋 医 学 に 出 会 い 、 その 課 程 で 培 わ れ た 語 学 力に よ っ て 洋 書 （ 蘭 書 ） の

翻 訳 者 と し て 世 に出 、 そ こ で 得 た 軍事 知 識 に よ っ て 西洋 兵 学 の 専 門 家 とし て 頭 角 を 現 し てい っ た 。 そ し て 、幕 府 軍 と 戦 っ た 四境 戦 争 や 戊 辰 戦 争の 司 令 官 を 経 て 、明 治 政 府 で 兵 制 の近 代 化 に 取 り 組 む

中 襲 撃 を 受 け 、 後 日 亡 くな っ た 。　
こ の 企 画 展 で は 、 益 次

郎 と 人 生 の 節 目 に 交 流 のあ っ た 人 々 と の 関 係 を 軸に 、  「 出 生 と 家 族 」  「 恩師 ・ 学 友 」  「 世 に 出 る 〜宇 和 島 藩 と 幕 府 へ の 出仕 」  「 鳩 居 堂 と 門 下 生 たち 」  「 長 州 仕 官 と 維 新 の動 乱 」  「 最 期 」 の 順 に 、益 次 郎 の 生 涯 を た ど る 。展 示 品 は 、 前 期 （

1 0日 ま

で ） と 後 期 （

1 2日 か ら ）

～

1 2月

2 2日 十 朋 亭 維 新 館 で 企 画 展
大 村 益 次 郎 の 生 涯 を 交 友 関 係 で 読 み 解 く

で 一 部 入 れ 替 え ら れ る 。　
桂 小 五 郎 （ 木 戸 孝 允 ）

が 不 退 転 の 決 意 を 村 田 蔵六 （ 大 村 益 次 郎 ） に 伝 えた 手 紙 「 村 田 蔵 六 宛 桂 小五 郎 書 簡 」  （ 前 期 展 示 ）か ら は 、 木 戸 の 益 次 郎 への 厚 い 信 頼 を 読 み 取 る こと が で き る 。 ま た 、 格 子状 の 模 様 が 入 っ た 着 物「 大 村 益 次 郎 着 用熨
のしめ

斗 目 」  （ 後 期 展 示 ） に
は 、 大 村 家 の 家 紋 で あ る丸 に キ キ ョ ウ 紋 の 刺 し ゅう が 入 っ て お り 、 百 姓 身分 出 身 の 益 次 郎 が 武 士 身分 へ と 立 身 し て い っ た こと を 象 徴 し て い る 。　

同 館 学 芸 員 に よ る 、 無
料 か つ 事 前 申 し 込 み 不 要の 「 ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 」も 、

1 2月 ７ 日

　

（ 日 ）  の 午 後

１ 時 半 か ら

4 5分 程 度 開 か

れ る 。　
関 連 イ ベ ン ト 「 大 村 益

次 郎 ゆ か り の 地 フ ォ ト ラリ ー 」 も 開 催 中 。 ま ず 、
「 大 村 益 次 郎 生 誕 宅 跡 」「 大 村 益 次 郎 之 像 」  「 普 門

寺 」  「 旧 山 口 藩 庁 門 」  「 山口 明 倫 館 兵 学 寮 跡 」  「 錦の 御 旗 製 作 所 跡 」 の ６ カ所 の う ち ２ カ 所 を 撮 影 。さ ら に 、 必 須 ２ カ 所 の
「 十 朋 亭 維 新 館 」  「 鋳 銭 司

郷 土 館 」 を 、 決 め ら れ た構 図 で 撮 影 す る 。 撮 影 した ４ 枚 の 写 真 を 、 必 須 ２カ 所 の ど ち ら か で 見 せ ると 、 参 加 特 典 「 大 村 益 次郎 オ リ ジ ナ ル イ ラ ス ト コー ス タ ー 」 が も ら え る 。そ し て 、 ８ カ 所 す べ て の写 真 を 十 朋 亭 維 新 館 で 見せ る と 、 オ リ ジ ナ ル ノ ベル テ ィ も プ レ ゼ ン ト さ れる 。　
同 館 の 学 芸 員 、 立 石 智

章 さ ん は 「 本 展 で は 、 益

次 郎 宛 て に 出 さ れ た 手紙 ・ 来

ら い か ん

翰 を 中 心 に 展 示 し

て い る 。 彼 が 村 医 者 の 子か ら 国 家 の 兵 制 を 担 う 指導 者 へ と 変 貌 を 遂 げ て いく な か で 、 多 く の 人 々 から 影 響 を 受 け 、 ま た 影 響を 与 え て い っ た 様 子 が 伝わ る 。 生 誕 ２ ０ ０ 年 を 機に 、 関 心 を 持 っ て も ら えた ら 」 と 鑑 賞 を 呼 び 掛 けて い る 。　
ま た 、

1 1月 ９ 日  （ 日 ）  に

は 「 大 殿 ふ る さ と ま つり 」 へ の 参 加 イ ベ ン ト と　 「 体 感 ！

　
秋 の 伝 承 も

の づ く り 展 」 が 、 山 口 ふる さ と 伝 承 総 合 セ ン タ ー（ 山 口 市 下 竪 小 路 ） で

1 0

月

3 1日 に 始 ま っ た 。 期 間

は

2 4日 （ 月 ・ 振 休 ） ま

で 。 山 口 の 伝 統 や も の づく り を 月 替 わ り で 紹 介 して い る 「 マ ン ス リ ー 企画 」 の

1 1月 の 展 示 だ 。

　
こ れ は 、 同 セ ン タ ー で

開 か れ て い る 「 も の づ くり 教 室 」 の 受 講 生 や Ｏ Ｂの 作 品 発 表 会 。 館 内 には 、 陶 芸 （ ９ 人 ・

1 0点 か

ら 期 間 中 に 追 加 ）  、 パ ッチ ワ ー ク と ち り め ん 細 工
（

2 6人 ・

5 0点 ）  、 手 織 （

1 7
人 ・

1 7点 ）  、 染 色 （ ６ 人 ・

1 3点 ）  、 革 ろ う け つ 染 め
レ ザ ー ク ラ フ ト （

2 0人 ・

2 5点 ）  、 ト ー ル ペ イ ン テ
ィ ン グ ＆ メ タ ル エ ン ボ ッシ ン グ ア ー ト （

1 1人 ・

2 1

点 ）  、 和 裁 （

1 7人 ・

2 1

点 ） の 作 品 が 、 ズ ラ リ と並 ん で い る 。　
ま た 、  「 大 殿 ふ る さ と

ま つ り 」 の 第 ２ 会 場 と なる 同 ９ 日  （ 日 ）  に は 、 関 連イ ベ ン ト と し て 、  「 陶芸 」  「 和 裁 」  「 革 ろ う け つ染 め レ ザ ー ク ラ フ ト 」  、
3種 類 の ワ ー ク シ ョ ッ プ

（ 全 て 有 料 ） が 開 か れ
る 。 同 セ ン タ ー へ の 事 前

奏 （

1 1時 〜 ）  、 ミ ニ 縁

日 、 も ち つ き な ど の イ ベン ト が あ る 。

予 約 が 望 ま し い が 、空 き が あ れ ば 当 日 参加 も 可 能 だ 。　
９ 日 に は 他 に も 、

「 Ｖ Ｒ 体 験 」  （ 午 前

1 0

時 〜 午 後 ３ 時 ）  、  「 湯田 温 泉 直 送 足 湯 」（ 午 前

1 0時 〜 午 後 ４

時 ）  、 尺 八 演 奏 （ 午前

1 0時 半 〜 ）  、 箏 演

し て 「 奇 兵 隊 射 的 チ ャ レン ジ ！ 」 も 午 前

1 0時 か ら

午 後 ３ 時 ま で 開 催 。 ３ 発

１ ０ ０ 円 で 、 的 を 倒 せ ばお 菓 子 が も ら え る 。

９ 日 に は  「 大 殿 ふ る さ と ま つ り 」  も

「 も の  づ く り 展 」  が ふ る さ と 伝 承 セ  ン  タ ー で～  ２ ４ 日
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「 虹 の 募 金 箱 」  に 取 り 組 ん で い ま す
　
コ ー プ や ま ぐ ち の 宅 配 ・ 店 舗 で は 、 生 協 の 組

合 員 皆 さ ん の 善 意 を 寄 せ 合 う

「 虹 の 募 金 箱 」

を

常 設 し て い ま す 。・ ユ ニ セ フ 募 金 ：

紛 争 や 貧 困 で 脅 か さ れ て い る 世 界 の 子 ど も た

ち を 守 り ま す 。・ 虹 の 助 け 合 い 基 金 ：

国 内 外 の 甚 大 な 被 害 の 被 害 者 へ の 義 援 金

や 支 援 活 動 に 活 用 し ま す 。・ 虹 の 平 和 ・ お ま か せ 募 金 ：

山 口 県 原 爆 被 爆 者 支 援 セ ン タ ー ゆ

だ 苑 の 支 援 や Ｎ Ｐ Ｔ 再 検 討 会 議 へ の 派 遣 等 、 平 和 活 動 の 援 助の 他 、 宅 配 ポ イ ン ト は 、 お ま か せ 募 金 と し て 、 組 合 員 も 参 加す る 虹 の 募 金 箱 運 営 委 員 会 で 話 し 合 い 、 他 の 募 金 へ も 配 分 しま す 。・ 子 ど も 応 援 募 金 ：

子 ど も の 貧 困 課 題 や 居 場 所 づ く り 等 に 取 り

組 む 団 体 へ の 支 援 （ 寄 付 ） を 基 本 と し な が ら 、 コ ー プ や ま ぐち が 他 団 体 と 連 携 し て 取 り 組 む 子 ど も の 支 援 に も 活 用 し ま す 。

　 「 被 爆 者 が 描 い た 原 爆 の 絵 を 街 角 に 返 す 会 」 は 、 被 爆 者 が 描 い た 原 爆の 絵 を 陶 板 に 焼 き 付 け て 、 街 角 に 設 置 す る 運 動 を 進 め ら れ て い ま す 。　
被 爆

8 0年 の 節 目 と な る 今 年 、 広 島 県 生 協 連 よ り 、 原 爆 の 継 承 活 動 と

し て

1 9年 ぶ り に 絵 碑 を 建 設 す る た め の 募 金 の 呼 び か け が あ り ま し た 。

そ こ で 、 コ ー プ や ま ぐ ち 「 虹 の 平 和 ・ お ま か せ 募 金 」 に 寄 せ ら れ た

1 0

万 円 を 、

1 1号 碑 建 設 募 金 に お 届 け し ま し た 。

「 被 爆 者 が 描 い た 原 爆 の 絵 を 街 角 に 返 す 会 」

1 1号 碑 建 設 募 金 に

「 虹 の 平 和  ・  お ま か せ 募 金 」  か ら

1 0万 円 を お 届 け し ま し た

２ ０  ２ ４ 年 度  「 子 ど も 応 援 募 金 」  の 活 用 の 報 告
　
全 国 の 生 協 の 募 金 協 力 に よ り

1 1号 碑 は 完 成

し 、 ７ 月

2 2日 に 除 幕 式 が 行 わ れ ま し た 。

　
コ ー プ や ま ぐ ち で は ヒ ロ シ マ 平 和 の 旅 と 称

し 、 毎 年 ８ 月 ４ 日 、 ５ 日 に 組 合 員 さ ん が 広 島 を訪 れ て い ま す 。 今 年 の 訪 問 の 時 に は 完 成 し た 絵碑 の 見 学 を し ま し た 。　
「 平 和 ・ お ま か せ 募 金 」 に ご 協 力 い た だ い た 皆

様 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 引 き 続 き 募金 へ の ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 　
２ ０ ２ ４ 年 度 に 寄 せ ら れ た 「 子 ど も 応 援 募 金 」 は

4 6万 ９ ９ ２ ５ 円 で

し た 。 こ の 度 、 寄 せ ら れ た 募 金 を 県 内

1 0ヶ 所 の 児 童 養 護 施 設 に 寄 付 い

た し ま し た 。

　
募 金 に ご 協 力 い

た だ い た 皆 さ ま 、誠 に あ り が と う ござ い ま し た 。

 １ 行 記 事　 「 第 １ ３ 回 全 国 少 年 少 女 チ ャ レ ン ジ 創 造 コ ン テ ス ト 全 国 大 会 」 （ １ ２ 月 １ ３ 日 ） に 、 山 口 大 附 属 山 口 小 ５ 年 の 宮 島 徹 心 さ ん 、 平 田 大 翔 さ ん 、 藤 岡 令 さ ん が 出 場 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

研 究 会 の 様 子

昨 年 の 演 奏 会

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

　
「 Ｉ （ い つ で も ）  、 Ｄ

（ だ れ で も ）  、 Ｏ （ 大 い
に ）  、 Ｍ （ 学 べ る ）  」 を コン セ プ ト に 、 市 民 持 ち 寄り の テ ー マ を 自 分 た ち の　

山 口 法 律 関 連 士 業 ネ ッ
ト ワ ー ク に よ る 共 同 無 料相 談 会 が 、 ９ 日  （ 日 ）  午 前

1 0時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 、
Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル （ 山口 市 小 郡 令 和 １ ） で 開 かれ る 。 毎 年 こ の 時 期 に 開催 さ れ て お り 、 今 回 で

2 8

回 目 。　
同 ネ ッ ト ワ ー ク に 加 盟

す る 団 体 は 、 県 弁 護 士会 、 日 本 公 認 会 計 士 協 会

中 国 会 県 部 会 、 県 行 政 書士 会 、 県 司 法 書 士 会 、 県社 会 保 険 労 務 士 会 、 中 国税 理 士 会 県 支 部 連 合 会 、県 土 地 家 屋 調 査 士 会 、 日本 弁 理 士 会 中 国 会 、 県 不動 産 鑑 定 士 協 会 の ９ 団 体（ 順 不 同 ）  。　
当 日 は 、 離 婚 ・ 債 務 整

理 、 境 界 、 会 計 、 労 働 トラ ブ ル 、 特 許 、 ご 近 所 トラ ブ ル 等 、 暮 ら し の 中 の

あ り と あ ら ゆ る 「 困 った 」 に 、 複 数 の 法 律 関 連士 業 資 格 者 が 協 力 し つつ 、 い ろ ん な 角 度 か ら 答え て く れ る 。 １ 回 の 相 談時 間 は

4 5分 程 度 。

　
事 前 予 約 は 、 事 務 局 の

県 不 動 産 鑑 定 士 協 会 （

☎

０ ８ ３

－

９ ７ ３

－

１ ０ ５

１ ） へ 。 当 日 の 受 け 付 けは 、 午 前

1 0時 か ら 午 後 ３

時 半 ま で 現 地 で 。

力 で 学 ぶ 〝 市 民 手 作 り の大 学 〞 と し て ２ ０ ０ １ 年に 発 足 し た 「 や ま ぐ ち 街な か 大 学 」  （ 廣 中 平 祐 名誉 学 長 ） が 、

2 5年 度 後 期

講 座 を 開 講 中 。 カ リ キ ュラ ム に は 、 ① ゼ ミ ② 研 究会 ③ 講 座 ④ イ ベ ン ト の ４ジ ャ ン ル が あ り 、 一 部 を除 き 受 講 は 無 料 。 テ ーマ ・ 講 師 ・ 次 回 開 催 ・ 会場 は 次 の 通 り 。　
① ゼ ミ ＝ 「 ま ち の 未

来 ・ イ メ ー ジ 工 房 」  ・ 前田 哲 男 さ ん ・

1 2月 予 定 ・

小 郡 地 域 交 流 セ ン タ ー
（ 山 口 市 小 郡 下 郷 ）

　
② 研 究 会 ＝ 「 家 族 学 研

究 会 〜 子 育 て ・ 人 育 て ・自 分 育 て を 考 え ま し ょう 」  ・ 宮 成 眞 澄 さ ん ・

1 1

月 以 降 毎 月 開 催 ・ 朝 田 神

社 （ 山 口 市 矢 原 ） ▽
「 シ ベ リ ア ・ シ リ ー

ズ 研 究 会 」  ・ 藤 川 哲さ ん ・

1 1
月

3 0
日

　

（ 日 ）  午 前

1 0時 〜

1 1時

半 ・ 山 口 ふ る さ と 伝承 総 合 セ ン タ ー （ 山口 市 下 竪 小 路 ） ▽「 シ ニ ア 生 活 の 整 理を 考 え る 」  ・ 矢 吹 信

子 さ ん と 湯 上 み ど り さん ・

1 1月 ８ 日  （ 土 ）  午 前 ９

時 半 〜

1 1時 半 ・ 小 郡 地 域

交 流 セ ン タ ー ▽ 「 ３ Ｄ スキ ャ ン ＆ メ タ バ ー ス 研 究会 」  ・ 野 村 康 夫 さ ん ・

1 1

月

1 5日  （ 土 ）  午 後 １ 時 半 〜

４ 時 ・ 山 口 ふ る さ と 伝 承総 合 セ ン タ ー ▽ 「 中 原 中也 の 詩 で 【 組 香 】 を 創 作す る （ 香 道 ）  」  ・ 藤 木 律 子さ ん ・

1 1月

2 7日  （ 木 ）  午 後

１ 時 〜 ３ 時 ・ 山 口 ふ る さと 伝 承 総 合 セ ン タ ー　
③ 講 座 ＝ 「 森 の 学 校 〜

教 室 が 森 、 森 が 教 室 」  ・浅 川 亜 紀 さ ん ・

1 1月 ８ 日

（ 土 ）  午 前

1 0時 〜 午 後 １

時 ・ 大 殿 地 域 交 流 セ ン ター ▽ 「 ス マ ホ ・ タ ブ レ ット 講 座 」  ・ 熊 谷 龍 夫 さ ん ・
1 1月

1 5日 （ 土 ） 午 前

1 0時

〜 正 午 ・ 山 口 ふ る さ と 伝承 総 合 セ ン タ ー　
④ イ ベ ン ト ＝ 「 ま ち の

音 楽 室

　
Ｃ Ｄ コ ン サ ー

ト 」  ・ 西 園 尚 司 さ ん ・

1 2

月

1 3日  （ 土 ）  午 後 ７ 時 〜 ９

時

1 0分 ・ 山 口 市 菜 香 亭

（ 山 口 市 天 花 １ ） ▽ 「 日本 酒 を 学 習 し て た し なむ 」  ・ 柏 木 亨 さ ん ・

1 1月

2 2日  （ 土 ）  午 後 ６ 時 半 〜 ８
時 半 ・ 山 口 市 菜 香 亭 ▽「 山 口 ふ る さ と 歴 史 講座 」  ・ 小 田 雅 彦 さ ん ・

1 2

月

2 0日  （ 土 ）  午 後 ２ 時 〜 ３

時 半 ・ 山 口 ふ る さ と 伝 承総 合 セ ン タ ー ▽ 「 ア ク ティ ブ ラ イ フ コ ミ ュ ニ テ ィカ フ ェ 」  ・ 矢 吹 信 子 さ んと 湯 上 み ど り さ ん ・

2 6年

３ 月 予 定 ・ 山 口 市 菜 香 亭　
受 講 生 の 希 望 等 に よ っ

て 、 内 容 ・ 日 時 ・ 場 所 が変 更 に な る 場 合 も あ る 。　
最 新 情 報 や 申 し 込 み 方

法 な ど の 詳 細 は 、 ウ ェ ブサ イ ト （ 二 次 元 コ ー ド から ） を 参 照 の こ と 。 問 い合 わ せ は 同 事 務 局 （

０

８ ０

－

５ ２ ３ ８

－

３ ３ ９

「 や ま ぐ ち 街 な か 大 学 」
２ ０ ２ ５ 年 度 後 期 受 講 者 募 集 中

８ ） へ 。

　 「 山 口マ ン ド リン ア ン サン ブ ル 演奏 会 ２ ０２５ 」が 、 ８ 日
（ 土 ）  午 後

２ 時 から 、 県 政資 料 館
（ 山 口 市

滝 町 １ ）

で 開 か れ る 。 入 場 無 料 。　
山 口 マ ン ド リ ン ア ン サ

ン ブ ル は 、 １ ９ ８ ５ 年

1 1

月 に ４ 人 の メ ン バ ー で 結成 、 今 年 結 成

4 0周 年 を 迎

え る 。 現 在 の メ ン バ ーは 、

2 0代 か ら

7 0代 ま で の

９ 人 で 、 九 州 を 拠 点 に 活動 す る マ ン ド ロ ン チ ェ ロ奏 者 で 作 曲 家 の 加 賀 城 浩光 さ ん に 師 事 。 毎 週 土 曜

日 に 、 宮 野 地 域 交 流 セ ンタ ー で 練 習 を 重 ね て いる 。　
演 奏 会 に は 、 ９ 人 と と

も に 県 内 外 の 賛 助 会 員 も出 演 す る 。 こ の 日 コ ン ダク タ ー も 務 め る 加 賀 城 さん が 作 曲 し た 「 組 曲 『 自由 な き 翼 』 よ り 第 一 楽 章も も い ろ ペ リ カ ン 」 や 、
「 マ ン ド リ ン オ ー ケ ス ト

ラ の 為 の 『 愛 の 詩 』  」  「 エデ ン の 東 」  「 も み じ 」  「 恋

複 数 の 資 格 者 が 協 力 し  つ  つ  回 答

法 律 関 連 士 業 ９ 団 体 が 無 料 相 談 会９ 日

の バ カ ン ス 」 な ど を 演奏 。 吉 川 陽 子 さ ん 、 松 野佑 子 さ ん 、 高 橋 香 瑠 さ んの ３ 人 は 、 そ れ ぞ れ 独 奏も す る 。

次 回 は 1 1 月 1 2 日 掲 載

︻ ガ レ ー ジ セ ー ル 開催 ！ ︼

1 1月

1 4日  （ 金 ）  、

1 5

日  （ 土 ）

1 0時 〜

1 5時 、 山 本

時 計 店 時 の 家 （ 宮 島 町 ４

－

1 7）

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

1 0

日  ︵ 月 ︶  :

大 正 ロ マ ン ／ 昭

和 レ ト ロ 竹 久 夢 二 肉 筆 ・初 版 ・ 復 刻 展

県 政 資 料 館 で 演 奏 会

山 口 マ ン ド リ ン ア ン サ ン ブ ル
８ 日

催
　 　

し 山 田

　
稔

歴 史 担 当 学 芸 員

（ １ ２ ８ ８ ） の 創 建 と 伝 えら れ 、 大 内 氏 と も 深 い 関 係が あ り ま し た 。　
こ の 善 福 寺 の 古 文 書 は 、

元 長 州 藩 士 で 明 治 期 に 宮 内省 の 要 職 を 歴 任 し 、 能 書 家と し て も 知 ら れ る 杉 孫 七 郎が 蒐 集 し た 大 内 氏 の 文 書 集

　
山 口 市 中 心 部 の 道 場 門 前

は 、 江 戸 時 代 は 石 州 街 道 が通 り 、 ま た 肥 中 街 道 の 起 終点 と な る な ど 賑 わ い を み せて い ま し た 。　
で は 、  「 道 場 門 前 」 の 地

名 の 由 来 を ご 存 じ で し ょ うか 。 何 か の 武 道 場 ？

　
そ れ

と も 寺 院 ？

　
正 解 は 、 明 治

期 ま で こ の 地 に あ っ た 「 善福 寺 」 と い う お 寺 で す 。　
善 福 寺 は 山 口 道 場 と 呼 ば

れ た 時 宗 寺 院 で 、 正 応 元 年
「 道 場 門 前 」  の 由 来 は ？

2 7 1

「 多 々 良 の 麻 佐 古 」  （ た た らの ま さ ご ） に 収 載 さ れ て いま す 。  「 多 々 良 の 麻 佐 古 」は 当 館 ウ ェ ブ サ イ ト 内 の バー チ ャ ル 収 蔵 庫 で 高 画 質 画像 を ご 覧 い た だ け ま す 。 また 、 当 館 の 研 究 報 告 に も 詳し い 解 説 を 載 せ て い ま す 。こ の 機 会 に 大 内 氏 歴 代 文 書と 合 わ せ て 中 世 文 書 の 魅 力を ご 堪 能 く だ さ い 。県 立 山 口 博 物 館

善 福 寺 規 式 　 文 正 元 年 （ １ ４
６ ６ ） 　 県 立 山 口 博 物 館 蔵

 １ 行 記 事　 創 輝 ｐ ｌ ａ ｎ ｎ ｉ ｎ ｇ は 、 実 際 に リ フ ォ ー ム し た 山 口 店 （ 山 口 市 大 内 長 野 １ ７ ８ ９ － ５ ） で ９ 日 （ 日 ） 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ３ 時 ま で 相 談 会 を 開 く 。 予 約 不 要 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ １ 月 ５ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口

最 優 秀 賞 　 田 村 優 衣 さ ん

山 口 県 税 事 務 所 所 長 賞 　 松 下 凛 さ ん

山 口 法 人 会 会 長 賞 　 吉 﨑 明 日 菜 さ ん

山 口 税 務 署 長 賞
木 原 珠 里 さ ん

■  「 税 に 関 す る 絵 はが き  コ  ン  ク  ー  ル 」  表 彰

に 関 す る 絵 は が き 」 を 毎年 募 集 し て い る 。 今 回 で
1 7回 目 と な り 、

1 0月 ８ 日

の 審 査 会 で 優 秀

1 2作 品 が

選 ば れ た 。 本 年 度 の 入 賞者 は 次 の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）

︻ 最 優 秀賞 ︼

田 村 優

衣 （ 宮 野 ）︻ 山 口 税 務署 長 賞 ︼

木

原 珠 里 （ 秋穂 ）︻ 山 口 県 税事 務 所 所 長賞 ︼

松 下 凛

（ 嘉 川 ）︻ 山 口 市 教育 委 員 会 教育 長 賞 ︼

有

沢 結 喜 （ 阿

　
公 益 社 団 法 人 山 口 法 人

会 は 、 山 口 税 務 署 管 内 の市 内 小 学 生 を 対 象 に 「 税 小 中 学 生 の 考 え る 税
コ  ン  ク ー ル  の 表 彰 者 を 紹 介

知 須 ）︻ 山 口 租 税 教 育 推 進 協 議会 会 長 賞 ︼

上 村 愛 華 （ 興

進 ）︻ 山 口 法 人 会 会 長 賞 ︼

吉

﨑 明 日 菜 （ 小 郡 ）︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄 組 合連 合 会 会 長 賞 ︼

酒 井 菜 々

（ 小 郡 南 ）︻ 山 口 青 色 申 告 会 会 長賞 ︼

松 尾 美 希 （ 陶 ）

︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼

池

田 埜 乃 子 （ 白 石 ）︻ 中 国 税 理 士 会 山 口 支 部支 部 長 賞 ︼

平 本 愛 （ 白

石 ）︻ 山 口 法 人 会 青 年 部 会 会長 賞 ︼

松 田 晴 輝 （ 名 田

島 ）︻ 山 口 法 人 会 女 性 部 会 会長 賞 ︼

濱 田 花 帆 （ 佐 山 ）

　
全 国 ・ 中 国 納 税 貯 蓄 組

　
国 税 庁 は 、 毎 年

1 1月

1 1日 か ら

1 1月

1 7日 ま で の １ 週 間 を 「 税 を 考 え る 週

間 」 と し 、 国 民 ・ 納 税 者 に 向 け て 税 の 意 義 ・ 役 割 や 税 務 行 政 に 対 す る 知識 と 理 解 を 深 め て も ら お う と 啓 発 活 動 を 行 っ て い る 。 今 年 の テ ー マ も 継続 で 「 こ れ か ら の 社 会 に 向 か っ て 」  。 さ ま ざ ま な 要 因 に よ り 経 済 社 会 が 大き く 変 化 す る 中 、 日 常 生 活 と 税 の か か わ り を 理 解 し て も ら う き っ か けに 、 と 設 定 さ れ た 。 期 間 中 は 、 小 ・ 中 ・ 高 校 生 の 作 文 ・ 書 写 ・ 絵 は が き ・標 語 と い っ た 「 税 に 関 す る 作 品 展 」 が 開 催 さ れ る 。 ま た 、 期 間 に 合 わ せて 国 税 庁 の ウ ェ ブ サ イ ト に は 特 設 ペ ー ジ が 設 け ら れ 、 税 に 関 す る 情 報 や国 税 庁 の 取 り 組 み な ど が 紹 介 さ れ る 。

税 を 考 え る 週 間
1 1～

1 7日

支 部 支 部 長 賞 ︼

中 原 安

優 花 （ 大 内 ）︻ 山 口 商 工 会 議 所 会 頭賞 ︼

市 川 真 央 （ 白 石 ）

︻ 山 口 租 税 教 育 推 進 協議 会 会 長 賞 ︼

原 由 鳥  （ 徳

地 ）︻ 山 口 青 色 申 告 会 会 長賞 ︼

久 保 田 華 帆  （ 小 郡 ）

︻ 山 口 法 人 会 会 長 賞 ︼

清

水 潤 希 （

鴻 南 ）

︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼

古

川 碧 （ 秋 穂 ）
︻ 萩 山 口 信 用 金 庫 理 事長 賞 ︼

吉 村 優 里  （ 潟 上 ）

= 税 の 標 語 =︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

伊 藤

華 （ 湯 田 ）
︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼

古

屋 彩 花 （ 宮 野 ）

︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄組 合 連 合 会 会 長 賞 ︼村 田 恭 吾  （ 山 大 附 属 ）= 書 写 の 部 =︻ 山 口 県 知 事 賞 ︼

大 田

あ か り （ 山 大 附 属 ）︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

木

原 優 花 （ 秋 穂 ）︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄組 合 連 合 会 会 長 賞 ︼藤 田 琴 音 （ 大 内 ）︻ 中 国 税 理 士 会 山 口

■
中 学 生 の 税 の 作

文  ・  書 写  ・  標 語 表 彰

合 連 合 会 、 お よ び 山 口 国税 納 税 貯 蓄 組 合 連 合 会は 、 毎 年 「 中 学 生 の 税 につ い て の 作 文 ・ 書 写 」 を募 集 し て い る 。 ま た 、 全国 間 税 会 総 連 合 会 、 お よび 山 口 間 税 会 で は 「 税 の標 語 」 の 募 集 を 行 っ て いる 。 本 年 度 の 入 賞 者 は 次の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）= 作 文 の 部 =︻ 山 口 県 納 税 貯 蓄 組 合 総連 合 会 会 長 賞 ︼

竹 内 英 玲

奈 （ 山 大 附 属 ）︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

片 岡 恵

万 （ 阿 知 須 ）

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


